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エンケ彗星の話

理學士　柴　田　淑　次

　1．序　エンケ彗星は今を去る約148年前1786年1月17日に初めて磯見され

てから今日までほ穿3年毎に，決って我地球に接近し。我々にとって最も親

しみのある彗星である．本年は丁度其の第39周目の圃帰に當り去る7月ユ0日

面輔リク天元憂のJe旋rs氏によって獲見された．（天界第161號）

　本年の近日難通過は9月15日に起り．口下，各天文憂で競って襯測中である．

8月より9月にかけて此の彗星の光度は約8等級に迄達し，小望遠鏡にて樂に観

望する事が出山た．エンク導星は，云ふ迄もなく．木星属の彗星であって，

其の太陽面内に於ける軌道は下圃に示した通りで共の数量値は次の如くであ

る，（但本年の値）

近日1劇通過日T1934年9月152日UT．

近日黙引数ω＝エ84。56／35”

急雨難黄経　9＝334。39t　11”

軌道傾斜角　i＝12　33！35／！

離心率　　e＝⑪．84981

軌道長語誌の封敷a・・＝e．34427

周期　　　　　　　　＝3．28400sfl三

　心ある多くの彗星の中でエンク彗

星程頻繁に我々を訪れるものは他に

は殆んど其の例を均す，其れだけ此

の彗星に關しては，色々の問題が提
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唱せられ，從って，種々な方面の研究がなされ．つNある．

総べてについて語る事は到底出來なV・けれども，

を拾ひ上げて，先賢諸氏の偉業を偲ばふと患ふ．

　2．二見の歴史．ユ786年1月17日の夜／勇｝國のメシエiン（M6chain）及びメシ1

　｛　　墾　　重し　惣

エンケ彗星軌道圖

　　　　　私は此虞で，其の

　其中，二三の興味ある問題
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ア（Messier，星團でおなじみのメ洲アである）は水瓶座のβ星の近傍に一

つの小彗星を家譜した・併し，7d　x’二圖の観測しか得られなかったので・共

れより軌道を計算する事が出馬なかった・1795年11月7日になって・カロリ

ン．ノ・1シェル（Caroline　L・He】’schelウヰリアム・ハ1シェルの妹・此の外7個

の彗星を朝見し叉星霧島を多く磯見して有名である）は・白鳥座に辛じて肉眼

に見える小彗星を褒卜した・其後ボ1デ（Johaun　E・Bode・ボ1デの法則で

有名）オルバ1ス（H・OlberS・多くの小遊星彗星の獲見あり・理論天文學で有

名）等によって糊測され軌道決定の材料が得られたので・プロスペリン（PrO

sperin）等が軌道を計算した．勿論其れは，届物線軌道の出定であったので，

観測を充分に表はす結果が得られなかった．超えて1805年10月19日にはマル

セ1ユのチユリ（Thulis），其翌日には，同地のボン（Jean　L　Pons藪十個の彗

星を獲見し彗星爽見者として有名），ドイツのフス（Huth）・及びバリ1のブ1

バ1（Bouvard）等によって，大熊座に一彗星が新見された・11月には，3度

ばかりの尾が見えたと云ふ事である，ベッセル（Friedlich　W，　BesseL恒：星の

視差の決定，固有運動及び恒星の位置槻測等に平出叉彼は，測地學，ナ也球

物理學数虚血に於いても多くの業績を残した）は此の時，批の彗星の軌道は

どうしても拗物線軌道では表はす事が出來なV・と云って居る・1818年11月26

日マルセ】ユのボンは，再び小彗星を磯見した．そして其れは2ク月以上も

槻測されたので．軌道計算の材料が可なり得られた．

　當時の天文虚者は，前記4個の彗星は各々固有の謡物線軌道を有し，別々の

彗星であると信じて居たのである．但しエンケ（Ellcke）は種々苦心の後，二

時の最も忌寸とされて居たガウス（Gauss）の方法を用ひ，1819年の8月になっ

て此のボン彗星は一つの楕園軌道を叢けるものである事を見出した．更に進

んで彼は，共周期は約3年隠りで，ユ805年に出現した彼のチユリス彗星も・全

く此のポン彗星と同じものであらうと云った．エンクが此の如く指摘するや

否や，オルバ1スは更に進んで1795年のカ・リン・ハ1シェル彗星並びに1786

年のメシエ1㌢彗星も亦，全く此れ等と同一の彗星であらうと考へた．三時

エンケはゲツチンゲンでガウスの下に研究し，年は正に二十八歳であった・

彼は更に，研究を進め，諸遊星による構動の影響を計算して，上記オルバ】
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エンケ彗星出現表
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　　712　Maclear　　　　　　35
　　8　7F6rstcr　　極淡し　61
1前年928F6rster　　極淡し165
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　　　　　　｝前囎ll急麗in麟ヒ181
　　8　6Wilson　　l　　　　　29
　　　　　　　　　　腱だ明るし107前年911　　　　　Kopff
　　ll｛鵬藷誌摩熱lll

前年繍鼎㌦管郵1
脚lil．髄：謙lil眼獣i、無月

　　lll．膿同等
上表中出高畠態高階に關しては6節を二軸



天界　165 エンケ彗星の話 5

スの推定を数理的に嚴密に確かめた・そして庇廣に，此等の四彗星は全く同

＿の彗星である事が判明したのである・爾ぼ，彼は此の彗星は1822年に再び

近日黒占を通過する事を豫回したが・果して其の年の6月にパラマツタに居た

りュンヶル（Rttmker）によって下見された，此庭に初めて，短週期蜂星なる

ものの存在が認められたのである・世の人々は，エ「ンクの此の功績によって・

此の彗星を特にLエンケ彗星■と命名するに至ったのである・彗星の命名法の

一つとして，特に或る彗星について功績を墾げた人の名前を其の彗星に附す

事があるが，此のLエンク彗星「は其の一例である，

　其れから今日迄，エンケ彗星は共の周蹄毎に獲見され，薇！測されて來た．

前頁に其の費見者・獲見月日等を一括して表に示す・

　以下上表の中で重なる出現について記す，

　エ838年と1848年には，後でも述べる如く水星に甚だ接近した．

　1871年の出現には，彗星の形は，丁度反射鏡で撮影した星像のコマの如く，誠に奇

妙な形をして居たらしい・

　1908年には，寓眞板上でのみ其の像が見られたゴけである・

　1921年には，其の位置の關係上，南亜弗利加のみで槻測された．

　1927年にはジ其光度4等に上り，多くの槻測が得られた・

　1931年には，其豫報位置と観測の差が可なり多きく，後にも述べる如く，叉新たな

問題を提供した．

　3．エンケ彗星の周期の攣化

　エンケ彗星の周期が其同腺短に少しづ瓦攣化する事に，初めて氣付V・たの

は，當の御本尊エンケその人である．

　1820年一1822年に於v・て，エンクが此の彗星に關し，諸遊星の撮動を計算

した結果，彼は此等撮動の影響を全く除V・ても，省ほ此の彗星の凋期は，一

同郵短に約0．11日許り減少する事に氣が付いた．自口ち，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　1786イ巨一1795fl三　　　1208，122　　　　（3周期）

　　　　　　　　179，5／rf一一1805年1　　　1207．879　　　　（3周期）

　　　　　　　　1805年一1819年　　1207．424　　（4周期）

になる．温温，彼は此れ等の減少は何によるものか解らなかったので，其れ

が計算の誤差か，或は彗星そのものの性質であるかは，爾ぼ將來の槻測を待
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つより仕方がないと云って居る．

　1822年の同鯖を迎へて，彼は愈々此の，周期の減少は，彗星其のものによる

と結論して，所謂L抵抗物質「の存在を考へ初めたのである．即ち，彼の考へ

によれば，室間には遊星の運行には影響しなV・様な，極く稀薄な物質があっ

て，彗星は此れにより抵抗を受ける．そして，其の室聞速度を減少し，從っ

て，共の軌道長牛径を減じ，其結果，周期が減少するのである．

　　　　　磯繊〆釧

　1825年の同蹄に際して，彼は此の抵抗物質の考へを入れて計算した．共年

には，バルツ（Valz）によって回想されたが，計算との違ひは僅かに3分許り

に過ぎなかった．

　1832年彼は此れらの研究の結果をLAstronomische　Nachriclユten「に焚表し

た．其れ，によれば，彗星の抵抗物質より受ける作用は，次式の如く切線力量

（Tangential　fbrce＞Uノによって表はされる，

　　　　　U’＝U．　1〈2　（’？’一’tt）　．　，1．g

　自口ち．其作用は，抵抗物質に關係する常数Uと，彗星の室間速度の自乗

（k2　（？．　一“）・に砒例し・太陽・・の醐・）の自乗・・L・・L・例す・のであ

る．當時此の説はボ1デ其他の人々によって反謝された．

　併し彼は，此の假定を幾って，1819年一1858年迄の軌道要素を計算して

近日黒占通過は次の如く早められる事を見出した，（周期が短くなれば近鴫樋

過は早められる）

　　　　　　1838年には0．5日　　　　1858年には4．5日

　　　　　　1848年には2．0日

　批の最後の4．5日早められると云ふ事より，我々は，其の彗星の見かけの位

置が約3．。4だけ，すれる事を見出す．果して，1858年8月フエルスタ1（F6rster）

によって二見された時は，エンヶの豫言が見事的中したのであった．（未完）


